
 

 

地方創生に資する科学技術イノベーション推進関連施策について 

（平成 28 年度予算案関係） 

 

 

【１】科学技術・イノベーション総合戦略 2015 における 

重点化対象施策について（地方創生部分抜粋） 

 

１．第５期科学技術基本計画の始動に向けた３つの政策分野（総合戦略 2015 第

１部）における重点化対象施策 

 

（２）「地方創生」に資する科学技術イノベーションの推進 

 

１）目指すべき姿 

人口減少と高齢化は我が国が直面する大きな課題であるが、とりわけ地方に

おいては、特に若年層を中心とした人口の著しい流出が顕在化しており、地域の

社会経済の活力低下に追い打ちをかけている。一方で、例えば地域経済を支える

ものづくり産業の分野においては、卓越した技術を有する中堅・中小企業が多く

存在するなど地域からイノベーションを創出する芽はある。このような状況に

おいて、地域が主導して、地域の持つ強みを生かし、科学技術イノベーションを

創出することで、高付加価値な製品やサービスを創出しビジネスとして展開な

どを通して、地域経済全体の引上げを図り、雇用創出や人口流入を促し、地域の

活力を再生することを目指す。 

 

２）重点化対象施策の推進 

「地方創生」に資する科学技術イノベーションを推進するためには、それぞれの

地域の実情に即し、地域主導のビジョンや戦略の下に、地域が主体となった自律

的かつ継続的な取組が進められるよう、真に地方創生に資する施策を進めるこ

とが必要である。このため、まち・ひと・しごと創生本部をはじめ、知的財産戦

略本部などの司令塔との連携を強化し、関係施策を総動員して取り組むことが

重要であり、その際、地域のおかれた状況を把握したうえで、関係府省庁施策の

連携状況等の調整を行って進めることが必要である。 

本総合戦略に定められている、「地方創生」に資する科学技術イノベーション

の推進のために、以下を重点化対象施策とする。なお、これらのみならず、関連

施策を総動員することにより、地方創生を実現することが重要である。 

資料５ 

 



 

 

 

施策名 府省名 H28 年度予算案額（H27 年度予算額） 

地方における知財活用の推進 内閣官房 ―（―） 

SIP 革新的設計生産技術 内閣府 SIP 50,000 の内数（同左） 

地方創生に資する科学技術イノ

ベーション推進タスクフォース 
内閣府 ―（―） 

地域イノベーション・エコシステ

ム形成プログラム 
文部科学省 600（新規） 

マッチングプランナープログラ

ム 
文部科学省 

863（863） 

※運営費交付金中の推計額 

世界に誇る地域発研究開発・実証

拠点（リサーチコンプレックス）

推進プログラム 

文部科学省 
1,456（1,756） 

※運営費交付金中の推計額 

戦略的情報通信研究開発推進事

業（SCOPE）地域 ICT 振興型研究

開発 

総務省 1,542 の内 441（1,956 の内 385） 

「知」の集積による産学連携推進

事業のうち「知」の集積と活用の

場推進事業 

農林水産省 95 の内数（新規） 

工業所有権研究等委託費（地方創

生のための事業プロデューサー

派遣事業） 

経済産業省 100（新規） 

地域中核企業創出・支援事業 経済産業省 2,054（新規） 

※単位は百万円 

政策の検討、制度の運用、予算の運用変更などは、「―」と表記する。 

 

 

【２】各省施策の概要 

   

    ・内閣官房（知財事務局） （参考１） 

    ・内閣府（科技・イノベ） （参考２） 

    ・文部科学省  （参考３） 

    ・総務省   （参考４） 

    ・農林水産省  （参考５） 

    ・経済産業省  （参考６） 



◎
知

財
事

業
化

に
向

け
た

中
小

企
業

の
知

財
戦

略
の

強
化

取
り
組
む
べ
き
施
策

現
状
と
課
題

技
術

な
ど

の
知

的
財

産
を

権
利

化
し

て
い

る
中

小
企

業
数

は
、

全
中

小
企

業
3
8
5
万

社
の

１
％

に
も

満
た

な
い

わ
ず

か
3
.3

万
社

。

ビ
ジ

ネ
ス

の
視

点
か

ら
の

中
小

企
業

に
よ

る
知

財
活

用
や

、
中

小
企

業
と

大
企

業
・
大

学
と

が
知

財
面

で
連

携
し

ビ
ジ

ネ
ス

化
す

る
取

組
の

強
化

が
課

題
。

ま
た

、
農

林
水

産
分

野
に

お
い

て
も

模
倣

品
等

へ
の

迅
速

か
つ

的
確

な
対

応
が

必
要

。

•
中

小
企

業
の

様
々

な
経

営
課

題
に

対
応

す
る

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

相

談
窓

口
で

あ
る

都
道

府
県

の
「 よ

ろ
ず

支
援

拠
点

」に
お

け
る

相
談

体
制

及
び

「
知

財
総

合
支

援
窓

口
」と

の
連

携
を

強
化

•
「
知

財
総

合
支

援
窓

口
」に

お
い

て
は

、
（
独

）
工

業
所

有
権

情

報
・
研

修
館

の
下

で
、

専
門

家
を

活
用

し
た

事
業

戦
略

を
踏

ま

え
た

知
財

戦
略

の
構

築
を

支
援

す
る

体
制

の
整

備

◎
地

域
中

小
企

業
と

大
企

業
・
大

学
と

の
知

財
連

携
強

化

•
中

小
企

業
と

大
企

業
・
大

学
と

の
知

財
連

携
を

強
化

す
る

た
め

、

橋
渡

し
・
事

業
化

支
援

人
財

を
各

地
域

に
配

置
・ 派

遣
。

こ
れ

ら
人

財
を

相
互

に
連

携
さ

せ
る

た
め

、
情

報
交

流
を

行
う

場
を

創
設

。

技
術

流
出

を
防

止
で

き
る

セ
キ

ュ
ア

な
開

発
環

境
を

構
築

す
る

。

•
特

に
大

企
業

の
参

加
を

後
押

し
す

る
た

め
、

知
財

功
労

賞
等

の

表
彰

制
度

や
好

事
例

の
共

有
機

会
を

活
用

◎
農

林
水

産
分

野
に

お
け

る
知

財
戦

略
の

推
進

•
農

林
水

産
分

野
の

知
財

戦
略

の
着

実
か

つ
強

力
な

実
施

や
、

地
理

的
表

示
保

護
制

度
の

活
用

に
よ

る
ブ

ラ
ン

ド
化

の
促

進

地
方

に
お

け
る

知
財

活
用

の
推

進

「
地

方
知

財
活

用
促

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

」

参
考
１



日
本

企
業

の
特

許
実

施
率

（
規

模
別

比
較

）

※
大

企
業

の
実

施
率

が
低

い

35
%

66
%

0%20
%

40
%

60
%

80
%

大
企

業
中

小
企

業

63
%

35
%

0%20
%

40
%

60
%

80
%

10
0%

米
国

日
本

川
崎

市
は

、
大

企
業

の
知

財
を

中
小

企
業

へ
移

転
す

る
仕

組
み

を
構

築

(出
典

)渡
部

俊
也

東
京

大
学

教
授

に
よ

る
推

計

(出
典

)坂
井

貴
行

徳
島

大
学

教
授

(四
国

T
L
O

専
務

取
締

役
)に

よ
る

デ
ー

タ
（
数

値
は

契
約

ベ
ー

ス
）

（
出

典
）
特

許
庁

調
べ

3.
5

11
5 

0408012
0

16
0

20
13

20
14

大
学

の
技

術
移

転
機

関
(T

LO
)は

全
国

的
に

減
少

傾
向

。
活

動
も

停
滞

気
味

。

四
国

TL
O

の
特

許
収

入
の

伸
び

（
百

万
円

）※
T
L
O

数
：
4
8
社

(2
0
0
8
)→

3
6
社

(2
0
1
4
)

約
33

倍

そ
の

中
で

四
国

TL
O

は
活

発
な

ﾏ
ｰ

ｹ
ﾃ
ｨﾝ

ｸ
ﾞで

成
果

。
※

企
業

訪
問

等
43

5社
（

20
14

年
4月

-1
1月

）

大
企

業
○

特
許

権
の

実
施

許
諾

○
技

術
指

導
等

川
崎

市
知

的
財

産
ｺ
ｰ

ﾃ
ﾞｨ

ﾈ
ｰ

ﾀ
ｰ

中
小

企
業

○
新

製
品

開
発

○
技

術
の

高
度

化
等

知
的

財
産

対
価

６
５

％
３

７
％

中
小

・
ﾍ

ﾞﾝ
ﾁ
ｬ
ｰ

企
業

大
企

業

（
出

典
）
川

崎
市

経
済

労
働

局
資

料
（
出

典
）
特

許
庁

調
べ

出
願

関
係

6
7
.4

%
社

内
体

制

5
.8

%

侵
害

4
.0

%

特
許

庁
施

策

4
.0

%

海
外

展
開

4
.0

%

支
援

機
関

紹
介

3
.0

%

技
術

相
談

2
.9

%

契
約

2
.5

%

技
術

・
権

利
活

用

2
.0

%

ノ
ウ

ハ
ウ

・
営

業
秘

密

1
.3

%
そ

の
他

3
.4

%

知
財

総
合

支
援

窓
口

の
支

援
内

容
（
Ｈ

２
５

年
度

）

実
績

（
2
0
1
5
年

4
月

現
在

）
n

参
加

大
企

業
：

1
7
社

（
富

士
通

、
東

芝
な

ど
）

n
ラ

イ
セ

ン
ス

付
与

：
2
1
件

n
製

品
化

数
：

1
4
件

【参
考

資
料

】
特

許
出

願
件

数
に

占
め

る
中

小
企

業
の

割
合

日
米

大
学

特
許

の
行

先
比

較
※

 中
小
・
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ﾁ
ｬ
ｰ
企
業
向
け
比
率
が
米
国
は
高
い

よ
ろ

ず
支

援
拠

点

地
域

の
支

援
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
中

小
企

業
・
小

規
模

事
業

者
の

売
上

向
上

、
販

路
拡

大
等

の
経

営
課

題
に

対
し

、
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
で

対
応

す
る

経
営

相
談

窓
口

（
全

国
4
7
か

所
）
。

知
財

総
合

支
援

窓
口

中
小

企
業

等
が

企
業

経
営

の
中

で
ノ

ウ
ハ

ウ
も

含
め

た
知

的
財

産
活

動
が

円
滑

に
で

き
る

よ
う

、
ア

イ
デ

ア
段

階
か

ら
事

業
展

開
ま

で
の

一
貫

し
た

支
援

を
行

う
た

め
に

、
都

道
府

県
ご

と
に

設
置

し
た

窓
口

（
全

国
5
7
か

所
）

大
企

業
約

2
3
万

５
千

件

中
小

企
業

約
３

万
５

千
件

合
計

約
2
7
万

件



革
新

的
設

計
生

産
技

術

目
的

地
域

の
企

業
や

個
人

の
ア

イ
デ

ア
や

ノ
ウ

ハ
ウ

を
活

か
し

、
時

間
的

・地
理

的
制

約
を

打
破

す
る

新
た

な
も

の
づ

く
り

ス
タ

イ
ル

を
確

立
。

企
業

・
個

人
ユ

ー
ザ

ニ
ー

ズ
に

迅
速

に
応

え
る

高
付

加
価

値
な

製
品

設
計

・製
造

を
可

能
と

し
、

産
業

・地
域

の
競

争
力

を
強

化
。

対
象
機
関

大
学

、
企

業
、

公
的

研
究

開
発

機
関

等
管

理
法

人
：

N
E
D

O
実
施
期
間

5
年

間
（
予

定
）。

予
算
規
模

2
0
1
4
年

度
: 2

5
.5

億
円

、
2
01

5
年

度
: 2

5
.5

億
円

（
総

合
科

学
技

術
・イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

会
議

が
研

究
開

発
の

進
捗

や
有

効
性

等
に

つ
い

て
毎

年
度

評
価

を
行

い
、

配
分

額
を

決
定

す
る

。
）

１
．
目
標

高
付

加
価

値
な

製
品

の
設

計
・製

造
を

可
能

と
す

る
設

計
や

生
産

・
製

造
に

関
す

る
革

新
的

な
技

術
を

開
発

す
る

。
さ

ら
に

、
も

の
づ

く
り

に
関

わ
る

異
な

る
領

域
の

プ
レ

ー
ヤ

ー
を

繋
ぐ

拠
点

（
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
）
を

形
成

す
る

こ
と

で
、

地
域

の
企

業
の

ノ
ウ

ハ
ウ

や
個

人
の

持
つ

ア
イ

デ
ア

を
活

用
し

た
、

新
た

な
も

の
づ

く
り

技
術

の
確

立
を

実
証

す
る

。
そ

し
て

、
新

た
に

確
立

す
る

ス
タ

イ
ル

を
広

く
普

及
・展

開
す

る
こ

と
で

、
地

域
発

の
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
実

現
し

、
グ

ロ
ー

バ
ル

ト
ッ

プ
を

獲
得

で
き

る
新

た
な

市
場

の
創

出
を

目
指

す
。

２
．
主
な
研
究
内
容

○
ニ

ー
ズ

・
価

値
・
性

能
・
デ

ラ
イ

ト
（喜

び
品

質
、

満
足

等
）を

ベ
ー

ス
と

し
た

多
様

な
機

能
設

計
及

び
生

産
・
製

造
条

件
や

各
種

デ
ー

タ
を

考
慮

し
高

品
質

な
全

体
シ

ス
テ

ム
設

計
を

可
能

と
す

る
超

上
流

デ
ラ

イ
ト

設
計

手
法

の
研

究
開

発
。

○
従

来
に

な
い

新
し

い
構

造
や

複
雑

形
状

、
機

能
の

発
現

、
高

品
質

・低
コ

ス
ト

化
を

可
能

と
す

る
革

新
的

生
産

・
製

造
技

術
の

研
究

開
発

。

上
記

の
実

施
に

あ
た

り
、

革
新

技
術

と
組

織
連

携
の

相
乗

効
果

と
し

て
の

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
が

生
じ

る
メ

カ
ニ

ズ
ム

（
＝

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ス

タ
イ

ル
）を

実
証

、
実

践
す

る
。

３
．
出
口
戦
略

研
究

・
技

術
開

発
、

商
品

化
、

販
売

戦
略

等
の

担
い

手
と

ユ
ー

ザ
と

が
組

ん
で

、
革

新
的

プ
ロ

ト
タ

イ
プ

や
成

功
に

つ
な

が
る

ス
ト

ー
リ

ー
、

方
法

論
を

提
案

。

４
．
仕
組
み
改
革
・意
識
改
革
へ
の
寄
与

新
し

い
産

学
官

連
携

ス
タ

イ
ル

に
よ

る
多

様
な

成
功

モ
デ

ル
の

誕
生

と
展

開
を

狙
う

。

５
．
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

佐
々

木
直

哉
株

式
会

社
日

立
製

作
所

研
究

開
発

グ
ル

ー
プ

技
師

長

（
20

15
年

4月
現

在
）

地
域
発
の
多
様
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現

高
付
加
価
値
商
品
化
・

サ
ー
ビ
ス
化
・
産
業
化

販
路
開
拓

ユ
ー
ザ
の
声

価
値
探
索

・
設
計

物
理
・
構
造
設
計

シ
ス
テ
ム
設
計

デ
モ
・
実
証

ﾜ
ｰ
ｸ
ｼ
ｮ
ｯ
ﾌ
ﾟ・

ﾃ
ﾞｰ
ﾀ
解
析

試
作
・
製
造

シ
ー
ズ

革
新
的
技
術
・
独
創
的
発
想

次
世
代
の
革
新
的
設
計
生
産
技
術
を
発
掘

（
ス
ト
ー
リ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
）

大
学
、
公
的

研
究
機
関
等

デ
ザ
イ
ン
企
業

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
*

公
的
試
験
研
究
機
関

企
業
*

企
業
*

連
携
・
活
用

企
業
*
・

個
人
等

*
地
域
企
業
の
積
極
的
な
参
画
、
企
業
間
の
連
携
な
ど
。

参
考
２



地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

大
学

、
研

究
機

関
、

企
業

等
の

連
携

に
よ

る
地

方
創

生
に

資
す

る
日

本
型

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
・
エ

コ
シ

ス
テ

ム
の

形
成

地
域

の
成

長
に

貢
献

し
よ

う
と

す
る

地
域

大
学

に
、

事
業

プ
ロ

デ
ュ

ー
ス

チ
ー

ム
を

創
設

し
、

地
域

内
外

の
人

材
や

技
術

を
取

り
込

み
な

が
ら

、
地

域
中

核
企

業
等

を
巻

き
込

ん
だ

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
を

構
築

し
て

い
く
。

国
と

地
域

が
一

体
と

な
っ

て
、

地
域

が
持

つ
強

み
を

活
か

し
た

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

推
進

し
、

新
産

業
・
新

事
業

の
創

出
を

目
指

す
こ

と
に

よ
り

、
グ

ロ
ー

バ
ル

な
展

開
も

視
野

に
入

れ
た

地
方

創
生

に
資

す
る

日
本

型
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・
エ

コ
シ

ス
テ

ム
※

を
形

成
す

る
。

支
援

内
容

事
業

イ
メ

ー
ジ

日
本
型
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
形
成

※
「
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・
エ

コ
シ

ス
テ

ム
」と

は
、

行
政

、
大

学
、

研
究

機
関

、
企

業
、

金
融

機
関

な
ど

の
様

々
な

プ
レ

ー
ヤ

ー
が

相
互

に
関

与
し

、
絶

え
間

な
く
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

が
創

出
さ

れ
る

、
生

態
系

シ
ス

テ
ム

の
よ

う
な

環
境

・状
態

を
い

う
。

事
業
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
：
全
国
・
世
界
規
模
で
事
業
化
経
験
を
持
つ
人
材

・
企
業
で
の
新
規
事
業
立
ち
上
げ
等
の
経
験
・
海
外
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
に
向
け
た
戦
略
立
案
が
可
能

・
研
究
開
発
成
果
の
事
業
化
に
向
け
、
投
資
家
な
ど
資
金
調
達
先
へ
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
提
案
が
可
能
等

事
業
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

科
学
技
術
を
活
用
し
た

新
産
業
・
新
事
業
創
出

地
域
中
核
企
業
等

事
業
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

チ
ー
ム

特
徴
あ
る

保
有
設
備
・

施
設

地
域
内
外
の
大
学
等
地
域
内
外
研
究
者

（
ｸ
ﾛ
ｽ
ｱ
ﾎ
ﾟ
ｲﾝ
ﾄﾒ
ﾝﾄ
等
）

U
R
A
や
技
術
移

転
ｺ
ｰ
ﾃ
ｨ
ﾈ
ｰ
ﾀ等

地
域
自
治
体
、
産
業
支
援
機
関
、

地
域
金
融
機
関

等

研
究
者

事
業
提
案

グ
ロ
ー
バ
ル

マ
ー
ケ
ッ
ト
へ

域
内
外
の
資
源
の
探
索

地
域
外
企
業
等

特
徴
あ

る
研
究

シ
ー
ズ

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
、

特
徴
あ
る
研
究
資
源
等
を
活

用
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

創
出
に
資
す
る
事
業
計
画

知
財
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
人
材
等

技
術
専
門
家
等

地
域

の
将

来
を

担
う

人
材

・
技

術
の

育
成

・
輩

出
を

担
い

、
地

域
内

外
の

資
源

の
結

節
点

で
あ

る
地

域
大

学
に

対
し

て
、

以
下

の
取

組
を

競
争

的
に

支
援

。

１
．
特
徴
あ
る
研
究
資
源

を
保

有
す

る
地

域
の

大
学

に
お

い
て

、
経
営
層
の
コ

ミ
ッ

ト
の

下
、

全
国

・
世

界
規

模
で

の
事

業
化

経
験

を
持

つ
人

材
を

中
心

と
し

た
事

業
プ

ロ
デ

ュ
ー

ス
チ

ー
ム

を
創

設
。

事
業

プ
ロ

デ
ュ

ー
ス

チ
ー

ム
は

、
グ

ロ
ー

バ
ル

な
展

開
も

視
野

に
、

技
術

シ
ー

ズ
等

の
掘

り
起

こ
し

や
域

外
の

有
力

な
シ

ー
ズ

等
の

取
り

込
み

も
行

い
、

現
場

・
市

場
の

課
題

解
決

に
つ

な
が

る
事

業
計

画
を

策
定

し
、

地
域

中
核

企
業

等
へ

と
提

案
。

２
．

大
学

等
の

保
有

す
る

技
術

シ
ー

ズ
を

磨
き

上
げ

、
地

域
中

核
企

業
等

と
の

産
学

官
共

同
研

究
を

プ
ロ

デ
ュ

ー
ス

。
地

域
に

お
け

る
新

産
業

・
新

事
業

の
創

出
に

つ
な

げ
る

。

３
．

ま
た

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

促
進

人
材

の
育

成
や

学
生

の
地

域
へ

の
定

着
を

目
指

し
、

こ
れ

ら
の

活
動

に
学

生
等

を
関

与
さ

せ
る

人
材

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

構
築

・
実

施
。

○
地

域
に

お
い

て
連

続
的

に
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
創

出
す

る
シ

ス
テ

ム
を

構
築

平
成

２
８

年
度

予
算

案
：

6
00

百
万

円
（

新
規

）
参
考
３



マ
ッ
チ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

＜
ポ

イ
ン

ト
＞

①
地

元
企

業
の

ニ
ー

ズ
と

全
国

の
シ

ー
ズ

と
の

最
適

マ
ッ

チ
ン

グ
・
地

域
の

ニ
ー

ズ
に

最
適

な
シ

ー
ズ

を
全

国
か

ら
探

索
・
地

域
の

産
学

官
お

よ
び

金
融

機
関

と
を

結
び

つ
け

る
ハ

ブ
と

な
り

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

サ
ー

ビ
ス

を
提

供

②
広

域
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
・
Ｊ
Ｓ

Ｔ
保

有
の

全
国

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

て
全

国
の

技
術

シ
ー

ズ
を

探
索

・
Ｍ

Ｐ
が

こ
れ

ま
で

に
蓄

積
し

た
大

学
・
自

治
体

等
と

の
緊

密
な

交
流

、
独

自
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

・
企

業
ニ

ー
ズ

と
全

国
の

最
適

な
シ

ー
ズ

と
を

マ
ッ

チ
ン

グ

③
Ｍ

Ｐ
が

当
事

者
・
商

品
開

発
等

に
係

る
事

業
化

を
目

指
す

段
階

ま
で

Ｍ
Ｐ

が
関

係
機

関
と

連
携

し
つ

つ
責

任
を

持
っ

て
支

援

M
P

マ
ッ

チ
ン

グ
で

き
る

!?

マ
ッ

チ
ン

グ
プ

ラ
ン

ナ
ー

全
国

の
各

大
学

で
創

出
さ

れ
る

技
術

シ
ー

ズ
地

域
企

業
の

困
り

事

共
同

研
究

・
課

題
解

決
へ

マ
ッ

チ
ン

グ
プ

ラ
ン

ナ
ー

を
介

し
た

企
業

ニ
ー

ズ
解

決
に

よ
る

地
域

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出

J
S
T
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

て
集

積
し

た
全

国
の

膨
大

な
大

学
等

発
シ

ー
ズ

と
、

地
域

の
企

業
ニ

ー
ズ

と
を

マ
ッ

チ
ン

グ
プ

ラ
ン

ナ
ー

（
Ｍ

Ｐ
）
が

結
び

つ
け

、
共

同
研

究
か

ら
事

業
化

に
係

る
展

開
を

支
援

し
、

企
業

ニ
ー

ズ
を

解
決

す
る

こ
と

に
よ

り
、

ニ
ッ

チ
で

は
あ

る
が

付
加

価
値

・競
争

力
の

あ
る

地
域

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
を

目
指

す
。

＜
課

題
＞

・
こ

れ
ま

で
の

地
域

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
施

策
の

結
果

、
地

域
の

研
究

開
発

基
盤

が
充

実
。

全
国

各
地

域
の

大
学

か
ら

も
有

望
な

技
術

シ
ー

ズ
が

数
多

く
創

出
。

・
一

方
、

地
域

の
企

業
の

開
発

ニ
ー

ズ
に

合
致

す
る

研
究

シ
ー

ズ
は

地
域

に
限

定
さ

れ
な

い
。

こ
れ

を
結

び
つ

け
る

仕
組

み
が

未
整

備
で

あ
る

こ
と

が
、

最
適

な
マ

ッ
チ

ン
グ

を
図

る
上

で
の

障
害

と
な

っ
て

い
る

。

重 点 エ リ ア に

派 遣 ・ 配 置

地 域 の ニ ー ズ 探 索

全 国 か ら 最 適 な シ ー ズ

の 特 定

事 業 化 の サ ポ ー ト

共 同 研 究

マ ッ チ ン グ
マ

ッ
チ

ン
グ

プ
ラ

ン
ナ

ー
（
M

P
)

M
P

地
域

企
業

等

M
P

M
P

地 域 科 学 技 術 イ ノ ベ ー シ ョ ン 創 出

企 業 ニ ー ズ の 解 決 ・

高 付 加 価 値 製 品 ・ 事 業 化
大

学
等

地
域

企
業

企
業

ニ
ー

ズ
の

く
み

取
り

J
S
T
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

も
活

用
し

た
シ

ー
ズ

探
索

企
業

ニ
ー

ズ
と

全
国

の
技

術
シ

ー
ズ

の
最

適
マ

ッ
チ

ン
グ

・
頑

張
る

地
域

を
重

点
エ

リ
ア

と
し

て
集

中
的

に
支

援
・
Ｍ

Ｐ
が

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
入

り
込

み
地

域
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

と
協

働

平
成

２
８

年
度

予
算

案
：

8
6
3百

万
円

(平
成

２
７

年
度

予
算

額
：

8
6
3百

万
円

)
※

運
営

費
交

付
金

中
の

推
計

額



世
界
に
誇
る
地
域
発
研
究
開
発
・
実
証
拠
点

（
リ
サ
ー
チ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
）
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

平
成

２
８

年
度

予
算

案
：

1
,
45
6百

万
円

(平
成

２
７

年
度

予
算

額
：

1
,
75
6百

万
円

)
※

運
営

費
交

付
金

中
の

推
計

額

＜
コ

ン
プ

レ
ッ

ク
ス

に
集

積
す

る
世

界
水

準
の

最
先

端
の

研
究

資
源

を
核

と
し

た
プ

レ
イ

ヤ
ー

間
の

相
互

作
用

の
強

化
・成

長
の

た
め

の
支

援
＞

○
コ

ン
プ

レ
ッ

ク
ス

（
一

定
の

範
囲

の
物

理
的

空
間

に
お

い
て

、
大

学
、

研
究

機
関

、
企

業
等

が
そ

れ
ぞ

れ
の

活
動

を
融

合
さ

せ
、

世
界

の
注

目
を

集
め

る
研

究
開

発
、

成
果

の
事

業
化

、
人

材
育

成
を

一
体

的
に

実
施

す
る

た
め

の
世

界
的

に
も

優
れ

た
研

究
イ

ン
フ

ラ
、

組
織

、
そ

の
他

の
資

源
の

集
積

）
内

で
プ

レ
イ

ヤ
ー

間
の

イ
ン

タ
ラ

ク
シ

ョ
ン

を
活

性
化

さ
せ

、
コ

ン
プ

レ
ッ

ク
ス

全
体

を
成

長
○

研
究

開
発

、
事

業
化

、
人

材
育

成
を

実
施

す
る

に
あ

た
り

、
各

地
域

の
優

位
性

あ
る

資
源

（
人

材
、

技
術

シ
ー

ズ
、

先
端

研
究

設
備

、
実

証
フ

ィ
ー

ル
ド

等
）
を

、
統

合
的

に
運

用
す

る
と

と
も

に
、

不
足

す
る

資
源

は
地

域
外

か
ら

も
導

入
す

る
。

○
こ

れ
ら

の
資

源
を

結
集

し
、

か
つ

有
効

に
活

用
す

る
た

め
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

を
構

築
・
運

用
す

る
こ

と
で

、
地

域
の

優
位

性
を

最
大

限
に

活
か

し
た

新
事

業
や

新
産

業
及

び
雇

用
の

創
出

を
行

う
。

目
標

特
徴

世
界

に
誇

る
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

を
目

指
し

、
地

域
に

集
積

す
る

産
・
学

・
官

・
金

の
プ

レ
イ

ヤ
ー

が
、

国
内

外
の

異
分

野
融

合
に

よ
る

最
先

端
の

研
究

開
発

、
成

果
の

事
業

化
、

人
材

育
成

を
一

体
的

か
つ

統
合

的
に

展
開

す
る

た
め

の
複

合
型

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
推

進
基

盤
を

形
成

し
、

地
方

創
生

に
も

資
す

る
。

世
界

ト
ッ

プ
レ

ベ
ル

の
大

学
・
研

究
機

関
（
複

数
）
、

企
業

等
の

集
積

に
よ

る
破

壊
的

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

創
出

海
外

参
考

事
例

：
G

IA
N

T構
想

○
フ

ラ
ン

ス
、

グ
ル

ノ
ー

ブ
ル

市
○

マ
イ

ク
ロ

・
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
分

野
の

M
IN

AT
EC

（
M

ic
ro

 a
nd

 N
an

ot
ec

hn
ol

og
y 

In
no

va
tio

n 
C

am
pu

s）
を

中
心

と
し

て
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
や

バ
イ

オ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

分
野

も
統

合
し

た
巨

大
な

科
学

技
術

研
究

・
技

術
移

転
ク

ラ
ス

タ
ー
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「地域ICT振興型研究開発」採択評価の主なポイント

当該地域固有の社会的・経済的課題に対し、情報通信技術の面から解決できる課題であるか。
研究成果を活用して地場産業の振興、新規事業の創出、地域住民の生活向上等、地域社会・経済活動の活性化に寄与できる 
課題であるか。

詳細は、公募に際して配付する「提案要領」及び「評価の手引き」をご覧下さい。

以下のいずれかの観点で評価できる研究開発か。

プログラムの概要

地域ICT振興型研究開発

　ICTの利活用によって地域貢献や地域社会の活性化を図るた
めに、地域に密着した大学や、地域の中小・中堅企業等に所属
する研究者が提案する研究開発課題に対して研究開発を推進。
　地域の特性を生かした持続的・発展的なイノベーション創出
に向けた主体的な取組に対し、文部科学省、経済産業省、農林
水産省及び総務省（平成２６年度から参画）が「地域イノベー
ション戦略推進地域」を共同で選定（新たな地域の選定は平成
２６年度で終了）。これまでに選定された全４５地域の内、
ICTの利活用のための研究開発に取り組む地域と総合通信局等
との連携を推進。

フェーズI：１課題あたり上限300万円（間接経費別途配分） 
フェーズⅡ：単年度１課題あたり上限1,000万円（間接経費別途配分）
フェーズⅠ：１か年度
フェーズⅡ：最長２か年度

研究開発経費

▲

研究開発期間

▲
▲

▲

CO721028
長方形

CO721028
タイプライターテキスト
参考４

CO721028
タイプライターテキスト

CO721028
タイプライターテキスト

CO721028
タイプライターテキスト

CO721028
テキストボックス
　　　　　　　　　　　　　 (百万円）　平成28年度予算案　1,542の内441（平成27年度予算額　1,956の内385）

CO721028
タイプライターテキスト

CO721028
タイプライターテキスト

長方形

CO721028
タイプライターテキスト

CO721028
タイプライターテキスト

CO721028
タイプライターテキスト

CO721028
タイプライターテキスト

CO721028
タイプライターテキスト

CO721028
タイプライターテキスト

CO721028
タイプライターテキスト

CO721028
タイプライターテキスト




